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ねらいと特色

1．�本書は，「学習指導要領」の内容を中心にして，年間を通して学習すべき内容を深く理解

することを学習目標に編集されています。

2．�本書は，「基本編」で例題を通して解法を学び，「実践編」で数多くの問題演習をこなす

ことで知識を定着させて，「入試編」で入試に向けた実践的な力を身に付ける構成となっ

ています。

3．�テキストに直接書き込めるよう，それぞれの問題ごとに十分な余白を取ってあります。

4．�一斉授業用テキストとしてはもちろん，個別指導用，家庭での宿題用としても十分に役

立つ幅の広い用途を持ちます。

構成と使い方
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総 合 問 題

各　章

	  �解法の学習。例題を通して基本的な出題パターンを確認し
ます。また，数題の確認問題を通して，実際の解法の使い
方を学習します。

	  �模擬試験の結果70～80％の正答率の問題だけを集めた基
本レベルの問題で構成。高校入試を行う上で、必ず解ける
ようになっておきたい頻出パターンの問題なので，間違え
た問題は見直して，解けるようになっておきましょう。

	  �模擬試験の結果60％前後の正答率の問題だけを集めた標準
レベルの問題で構成。難易度が高めの問題を解くことで応
用力を養成します。

	  �実際の入試で出題された基本レベルの入試問題で構成。一
般的な公立高校でよく出題されるパターンの問題を中心に
掲載しています。

	  �実際の入試で出題された標準レベルの入試問題で構成。や
や思考力を要する問題や，難関校でよく出題されるパター
ンの問題を中心に掲載しています

	  １年間の総まとめ問題です。テスト形式で配点付き。



1章　　式の展開と因数分解 
基本編（式の展開） �  4
	 Ⅰ 多項式と単項式の乗法　　Ⅱ 多項式と単項式の除法　　Ⅲ 単項式と多項式　　Ⅳ 多項式の乗法
	 Ⅴ 乗法公式　　Ⅵ 乗法公式　　Ⅶ 乗法公式　　Ⅷ 乗法公式　　Ⅸ 乗法公式
実践編Ａ  9 実践編Ｂ  14 入試編  17
基本編（因数分解） �  19
	 Ⅰ 共通因数でくくる　　Ⅱ x2＋（a＋b）x+ab の因数分解
	 Ⅲ x2＋2ax+a2：x2－2ax+a2 の因数分解　　Ⅳ x2－a2 の因数分解
	 Ⅴ 共通因数でくくってから因数分解　　Ⅵ 式の値　　Ⅶ おきかえによる因数分解　　Ⅷ 計算への利用
	 Ⅸ 式による証明
実践編Ａ  25 実践編Ｂ  31 入試編Ａ  38 入試編Ｂ  40

2章　平方根
基本編 �  42
	 Ⅰ 平方根の意味　　Ⅱ 平方根の変形　　Ⅲ 分母の有理化　　Ⅳ 平方根の乗除①　　Ⅴ 平方根の乗除②
	 Ⅵ 平方根のおよその値　　Ⅶ 平方根の加減　　Ⅷ 平方根の四則計算　　Ⅸ 乗法公式と平方根の計算
	 Ⅹ 式の値　　Ⅺ 平方根の整数部分と小数部分　　Ⅻ 平方根と整数
実践編Ａ  50 実践編Ｂ  60 入試編Ａ  65 入試編Ｂ  71

3章　二次方程式
基本編 �  76
	 Ⅰ a x2＝b の形　　Ⅱ 平方完成形　　Ⅲ 解の公式　　Ⅳ 因数分解　　Ⅴ いろいろな二次方程式
	 Ⅵ 解と二次方程式　　Ⅶ 二次方程式の利用
実践編Ａ  82 実践編Ｂ  92 入試編Ａ  95 入試編Ｂ  100

4章　二次関数
基本編 �  104
	 Ⅰ 2乗に比例する関数　　Ⅱ y＝ax2 の式　　Ⅲ y＝ax2 のグラフ　　Ⅳ y＝ax2 の変域
	 Ⅴ 変化の割合　　Ⅵ y＝ax2 の利用　　Ⅶ　点の移動と二次関数　　Ⅷ 放物線と直線
実践編Ａ  109 実践編Ｂ  119 入試編Ａ  125 入試編Ｂ  131

5章　図形と相似
基本編 �  134
	 Ⅰ 相似な図形　　Ⅱ 三角形の相似条件　　Ⅲ 相似な三角形と辺の長さ　　Ⅳ 平行線と線分の比：三角形
	 Ⅴ 平行線と線分の比：台形①　　Ⅵ 平行線と線分の比：三角形　　Ⅶ 平行線と線分の比：台形②
	 Ⅷ 角の二等分線と比　　Ⅸ 中点連結定理　　Ⅹ 相似比と面積比：相似比と体積比
実践編Ａ  142 実践編Ｂ  152 入試編Ａ  155 入試編Ｂ  161

6章　円の性質
基本編 �  164
	 Ⅰ 円周角の定理：基本　　Ⅱ 円周角の定理①　　Ⅲ 円周角の定理②　　Ⅳ 円周角の定理の逆
	 Ⅴ 円に内接する四角形　　Ⅵ 円と相似：証明　　発展：円と相似
実践編Ａ  171 実践編Ｂ  180 入試編Ａ  183 入試編Ｂ  189

７章　三平方の定理
基本編 �  186
	 Ⅰ 三平方の定理　　Ⅱ 正方形・長方形の対角線の長さ　　Ⅲ 三角形の組み合わせ
	 Ⅳ 三平方の定理の逆　　Ⅴ 特別な直角三角形の辺の比　　Ⅵ 円と三平方の定理
	 Ⅶ 二等辺三角形と正三角形の面積　　Ⅷ ひし形と台形の面積　　Ⅸ 2点間の距離
	 Ⅹ 球・立体の切り口　　Ⅺ 直方体・立方体の対角線の長さ　　Ⅻ 円すい・正四角すいの体積
	 ⅩⅢ 最短経路　　ⅩⅣ 3辺が与えられた三角形の面積　　発展：円と接線
実践編Ａ  204 実践編Ｂ  212 入試編Ａ  217 入試編Ｂ  222

8章　標本調査
基本編 �  226
	 Ⅰ 全数調査と標本調査　　Ⅱ 標本調査の活用
実践編  227 入試編  228
	 総合問題 �  232〜237
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104　　 4章　二次関数

Ⅰ  2 乗に比例する関数

y を x の式で表し，比例定数をいいなさい。
　⑴　半径 x cm の円の面積 y cm2

　⑵　対角線の長さが x cm の正方形の面積 y cm2

　⑶　底面の半径が x cm で高さが 5cm の円柱の体積 y cm3

　⑷　半径が x cm で中心角が90°の扇形の面積 y cm2

Ⅱ  y＝a x2の式

　⑴　y が x2 に比例し，比例定数は 5 である。x，y の関係を式で表しなさい。

　⑵　y が x2 に比例し，x＝3 のとき y＝－9 である。x，y の関係を式で表しなさい。

　⑶　y が x2 に比例し，x＝2 のとき y＝8 である。x＝5 のとき，y はいくらか求めなさい。

　⑷ 　y が x2 に比例し，x＝4 のとき y＝－80である。y が－180となるのは x がいくらのときか，求め
なさい。

y を x の式で表し，比例定数をいいなさい。
　⑴　たてx cm，横2x cm の長方形の面積は y cm2 である。
 y＝2x2　　2
　⑵　 1 辺の長さが x cm の立方体の表面積は y cm2 である。
 y＝6x2　　6
　⑶　直角をはさむ 2 辺の長さが x cm の直角二等辺三角形の面積は y cm2 である。

 y＝ 1
2 x2　　 1

2
　⑷　底面が一辺 x cm の正方形で，高さが 4cm の正四角柱の体積は y cm3 である。
 y＝4x2　　4

⑴　y が x2に比例し x＝3 のとき y＝12。y を x の式で書きなさい。

  y＝ 4
3 x2

⑵　y が x2に比例し x＝2 のとき y＝－8。x＝－3のとき y はいくらか。
　　　y＝－2x2 y＝－18

第 4 章 二次関数
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二次関数　　105

Ⅲ	 y＝a x2のグラフ

次の文の（　　　）に適切な語を書き入れなさい。
　⑴ 　y＝－x2のグラフは（　　　）を通る（　　　）線で，（　　　）に開いている。またグラフは
 （　　　）に対して線対称である。

　⑵　y＝a x2（a＜0）のグラフでは a の絶対値が大きいほど，グラフの開き方は（　　　　）くなる。

Ⅳ	 y＝a x2 の変域

⑴　y＝3x2 について，次の x の変域に対する y の変域を書きなさい。
　　①　－3＜x≦－1

　　②　2≦x＜4

　　③　－2≦x≦3　

　　④　－4≦x＜2　　　　　　

⑵　y＝－2x2 について，次の x の変域に対する y の変域を書きなさい。
　　①　－2＜x≦－1

　　②　3≦x＜5

　　③　－1≦x＜3　　

　　④　－4≦x≦2　

⑴ 　y＝x2 のグラフは原点を通る放物線で，上に開いている。またグラフは y 軸に対して線対称
である。

⑵　y＝a x2（a＞0）のグラフでは a の値が大きいほど，グラフの開き方は小さくなる。

⑴　y＝2x2 で 1＜x＜5 のときの y の変域を書きなさい。
 2＜y＜50
⑵　y＝3x2 で－3＜x＜1 のときの y の変域を書きなさい。
 0≦y＜27
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106　　 4章　二次関数

Ⅴ	 変化の割合

　⑴　y＝3x2 で x が 2 から 5 まで変化するときの変化の割合を求めなさい。

　⑵　y＝a x2 で x が 1 から 4 まで変化するときの変化の割合が15。a の値を求めなさい。

　⑶　y＝2x2 で x が t から t＋5 まで変化するときの変化の割合が26。t の値を求めなさい。

Ⅵ	 y＝a x2 の利用

　ある物体が静止の状態から落下するとき，落ち始めてから x 秒間に落下する距離を y mとすると，
　　y＝5x2（x≧0）と表せる。

　⑴　落ち始めてから 4 秒後には何 m 落下しているか，答えなさい。

　⑵　500m の高さから落としたとき，何秒後に地上に落ちるか，答えなさい。

　⑶　 2 秒後から 6 秒後までの平均の速さを求めなさい。

⑴　y＝2x2 で x が 1 から 5 まで変化するときの変化の割合を求めなさい。

　　50－2
5－1 ＝

48
4 ＝12

⑵　y＝－3x2 で x が－1 から 5 まで変化するときの変化の割合を求めなさい。

　　－75－（－3）
5－（－1） ＝ －72

6 ＝－12

物体が落下するとき x 秒後には 5x2m 落下する。
　⑴　 1 秒後から 5 秒後までの平均の速さを求めなさい。

　　　　125－5
5－1 ＝30 30m

　⑵　 6 秒後から10秒後までの平均の速さを求めなさい。

　　　　500－180
10－6 ＝80 80m
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二次関数　　107

Ⅶ	 点の移動と二次関数

たて 6cm，横12cm の長方形がある。点 P，Q は同時に頂点 B を出発し，P は 1 秒間に 3cm の速さで辺
上を A を通って D まで動き，Q は 1 秒間に 2 cm の速さで辺上を C まで動く。 2 点 P，Q が出発してか
ら x 秒後の△PBQ の面積を y cm2として，次の問いに答えなさい。

⑴　0＜x≦2 のときの y と x の関係を式に書きなさい。
　　　
⑵　2＜x≦6 のときの y と x の関係を式に書きなさい。

Ⅷ  放物線と直線

1 辺10cmの正方形 ABCD がある。点 P，Q は同時に頂点 B を出発し，P は 1 秒間に 2 cm の速さ
で辺上を A を通って D まで動き，Q は 1 秒間に 1 cm の速さで辺上を C まで動く。 2 点 P，Q が
出発してから x 秒後の△PBQ の面積を y cm2 として，次の問いに答えなさい。

　⑴　0＜x≦5　における△BPQ の面積 y cm2を x の式で
　　表しなさい。

 y＝ 2x×x
2 ＝x2

　⑵　5＜x≦10　における△BPQ の面積 y cm2を x の式で
　　表しなさい。

 y＝ 10×x
2 ＝5x

図のように y＝x2 と y＝x＋2 のグラフが交点を A，B で交わっている。A の x 座標は－1，B の x 座
標は 2 である。
⑴　A，B の座標を求めなさい。
 A（－1，1）　　B（2，4）

⑵　△ABO の面積を求めなさい。

 2×1
2 ＋ 2×2

2 ＝3

⑶　O を通り，△ABO の面積を二等分する直線の式を求めます。
　　①　点 A と点 B の中点の座標を求めなさい。

 （ 1
2 　， 5

2 ）
　　②　原点 O と中点を通る直線の式を求めなさい。
 y＝5x

A D

B Q

P

C

A D

B Q

P

C

A

O

2

B

y

x
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108　　 4章　二次関数

図のように y＝x2 と y＝a x＋6 のグラフが交点を A，B で交わっている。A の x 座標は－2，B の x 座標
は 3 である。
　⑴　a の値を求めなさい。

　⑵　A，B の座標を求めなさい。

　⑶　△ABO の面積を求めなさい。

　⑷　O を通り，△ABO の面積を二等分する直線の式を求めます。
　　①　点 A と点 B の中点の座標を求めなさい。

　　②　原点 O と中点を通る直線の式を求めなさい。

　発展：放物線と直線の交点〔連立方程式にして求める〕

交点の座標を求めなさい。
⑴　y＝x2　と　y＝3x－2

⑵　y＝x2　と　y＝x＋12

⑶　y＝3x2　と　y＝－6x

⑷　y＝2x2　と　y＝3x－1

放物線 y＝x2 と直線 y＝2x＋3 のグラフの交点の座標を求めなさい。
　x2＝2x＋3 より　x＝－1　x＝3
よって　交点の座標は （－1，1）（3，9）　　　

A

O

B

y
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二次関数　　109

1  次の問いに答えなさい。
　①　二次関数 y＝2x2 がある。x が 2 から 8 まで変化するときの変化の割合を求めなさい。

　② 　二次関数 y＝a x2 がある。－3＜x＜5 のときの y の変域は－50＜y≦b となった。a と b の値を求
めなさい。

　③　関数 y＝a x2 で x＝3 のとき，y＝18 になった。a の値を求めなさい。

　④ 　関数 y＝a x2 で，x が 2 から 5 まで変化するときの変化の割合が21になった｡ このとき a の値を
求めなさい。

　⑤　関数 y＝a x2 で，－1＜x＜4 のときの y の変域が－48＜y≦0 である。a の値を求めなさい。

　⑥　y＝2x2 で，x が t から t＋2 まで変化するときの変化の割合は12である。t の値を求めなさい。
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110　　 4章　二次関数

2  ボールがある斜面を転がり始めてからの時間を x 秒，その間に転がる距離を y m とすると，
x と y の関係は表のようになった。x と y の関係を式で表すと y＝a x2 の形で表せることが分かっ
ている。次の問いに答えなさい。

　　　
x（秒）
y（ｍ）

0
0

2
3

4
b

6
27
・・・
・・・

　⑴　a の値を求めなさい。

　⑵　表中 b の値を求めなさい。

　⑶　 5 秒後から 7 秒後までの間の平均の速さ（変化の割合）を求めなさい。

　⑷　p 秒後から p＋2 秒後までの間の平均の速さが 18 m/秒であった。p の値を求めなさい。
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二次関数　　111

3  図のように放物線 y＝x2 …①と直線 y＝a x＋b…②が 2 点 A，B で交わっている。直線②
の y 軸との交点を C とする。また，点 A の x 座標は－1 である。

　⑴　点 A の座標を求めなさい。

　⑵　直線②の式を求めなさい。

　⑶ 　y＝x2の曲線 OB 上に点Pをとって，△AOB と△APB の面積が等しくなるようにしたい。直
線 OP の式を求めなさい。

4  図のように，直線 y＝x＋p…①と 放物線 y＝qx2…②が 2 点 A，B で交わっていて，点  
A の x 座標は－2，点 B の x 座標は 6である。次の問いに答えなさい。

　⑴　p，q の値をそれぞれ求めなさい。

　⑵ 　点 B から x 軸に下ろした垂線を BH とします。△ABH の面積を求めなさい。単位をつけずに答
えなさい。

　⑶ 　直線①と x 軸との交点を D ，線分 AH と y 軸との交点を E とする。△ADH と△ABE の面積の比
を最も簡単な整数の比で表しなさい。

C

O

①
②

B

A

y

x

C

D

E

H
①

② B

A

y

x
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112　　 4章　二次関数

5  図は y＝x2と y＝a x2のグラフと，（0，4）を通り x 軸と平行な直線の交点を表したものである。
　⑴　PQ＝QR であるとき，a を求めなさい。

　⑵ 　⑴ のグラフで Q から x 軸に垂線を下ろし，x 軸との交点を S，y＝a x2 との交点を T として，QT：
QS を求めなさい。

6  図は関数 y＝ 12  x2 …①と直線  y＝－x と平行に動く直線②が交わっている様子を表している。

点 P，R は直線②と y 軸，x 軸との交点，点 Q は①と②の交点を表している。下の各問いに答
えなさい。

　⑴　点 Q の x 座標が 4 のとき，直線②の切片を求めなさい。

　⑵　点 Q が点 P と点 R の中点になるとき点 Q の座標を求めなさい。

O R

P

①②

Q

y

x

O

4
P Q R

y

x
y＝ax2

y＝x2
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二次関数　　113

7  図のように，直線①：y＝a x＋b と放物線②：  y＝x2　が 2 点 A，B で交わっていて， 
点 C は点 B を通り x 軸に平行な直線と放物線との交点である。点 A の x 座標は－1，点 B の x 座
標は 3である。次の問いに答えなさい。

　⑴　点 A の座標を求めなさい。

　⑵　a，b の値をそれぞれ求めなさい。

　⑶　△ABC の面積を求めなさい。

　⑷　△OAB の面積を求めなさい。

O

A

C B

①

②
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8  図で，放物線①，②はそれぞれ y＝ 13  x2，y＝－x2，直線③は x＝ t（ただし，t＞0）のグラフ

  である。いま，直線③と放物線①，②との交点をそれぞれ A，B とし，点 B と y 軸に関して対
称な点を C とする。次の問いに答えなさい。

　⑴　放物線①について，x が 3 から 6 まで変化するときの変化の割合を求めなさい。

　⑵　点 A の y 座標が12のとき，点 C の座標を求めなさい。

　⑶　ABC が二等辺三角形になるときの t の値を求めなさい。
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9  図のように，関数 y＝a x2 のグラフと正方形 ABCD がある。2点 B，D は y＝a x2 のグラフ上
にあり，点 B の座標は（b，1），点 D の座標は（2，4）である。次の問いに答えなさい。ただし，
a＞0，b＜0 とする。

　⑴　a，b の値を求めなさい。

　⑵　AC を結ぶ直線の式を求めなさい。

　⑶ 　AC を結ぶ直線，BD を結ぶ直線，y 軸の 3 本の直線で囲まれる三角形の面積を求めなさい。単
位をつけずに答えなさい。
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10  図のように，放物線 y＝ 12 x2 と， 2 直線 y＝x＋a…①，y＝－x＋12…②が点 A で交わって

  いる。放物線と直線①のもう 1つの交点を B，y 軸と直線②の交点を C とする。点 A の x 座標
が 4，点 B の x 座標が－2 のとき，次の問いに答えなさい。

　⑴　点 A の y 座標を求めなさい。

　⑵　a の値を求めなさい。

　⑶　△ABC の面積を求めなさい。単位をつけずに答えなさい。

　⑷　点 B を通って△ABC の面積を 2 等分する直線の式を求めなさい。
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11  y＝x2と y＝a x2のグラフと x＝b との交点を Q，R とし，x＝b と x 軸との交点を P とする
  とき，QR：RP＝2：1 となった。a を求めなさい。

12  図のように，関数 y＝ 14 x2 のグラフ上に， 2 点 A，B がある。A，B の x 座標はそれぞれ 

－2，6 である。次の問いに答えなさい。

　⑴　関数 y＝ 1
4  x2 について，x の値が 0 から 4 まで増加するときの変化の割合を求めなさい。

　⑵　直線 AB の式を求めなさい。

　⑶ 　原点 O を通り直線 AB と平行な直線 m と y＝ 1
4  x2 との交点のうち，原点 O ではない点を P とする。

四角形 OPBA の面積を求めなさい。単位をつけずに答えなさい。
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13  図のグラフは y＝x2，y＝ 12 x2 のグラフと，x＝2，y＝2 の 2 つの直線との交点を表したも

  のである。それぞれの交点を図のように定める。

　⑴　A と B の座標を求めなさい。
　

　⑵　E の座標を求めなさい。

　⑶　DE：EB を求めなさい。

14  y＝x2 のグラフの上の 1点 P（第一象限）から x 軸，y 軸に垂線を下ろし，交点をそれぞれ A，
B とする。AP＋BP＝12 となるとき，P の座標を求めなさい。

15  次の問いに答えなさい。
　⑴ 　y＝a x2 について，x が p から q まで変化するときの y の変化の割合を式で表したものである。①

～⑦の空欄をうめなさい。

　　　変化の割合＝（　②　）の増加量
（　①　）の増加量＝

a q2－（　⑤　）
（　③　）－（　④　）＝

a（q＋p）（q－p）
（　⑥　） ＝a（　⑦　）

　⑵ 　y＝3x2と y＝4x＋1 で，x が p から q まで変化するときの変化の割合が等しいとき，p と q の関係
を式で書きなさい。

　⑶ 　y＝x2 について，x の値が a から a＋2 まで増加するときの変化の割合が 4 であった。このとき，
a の値を求めなさい。
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1  図のように y＝x2…①と y＝a x＋b…②がある。 2つのグラフの交点を A，B とし放物線①
上の点を P とする。点 A の x 座標は－2，点 B の x 座標は 4である。

　⑴　放物線①で x が 1 から 4 まで変化するときの変化の割合を求めなさい。

　⑵　点 A の座標を求めなさい。

　⑶　直線②の式を求めなさい。

　⑷ 　△APB の面積と△AOB の面積が等しいとき，点 P は②と平行な直線 y＝a x＋c 上にある。c の値
を求めなさい。ただし，点 P の x 座標は負である。
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2  図のように，関数 y＝a x2…①のグラフと直線②が 2点 A（－2，1）B（－6，b）で交わってい
る。点 B から y 軸に垂線を引き，その延長線と①との交点を C とする。点 P は y 軸上の点であ
る。次の問いに答えなさい。

　⑴　a，b の値を求めなさい。

　⑵　線分 AP と線分 BP の長さの和が最小となるように点 P をとる。
　　①　点 P の座標を求めなさい。

　　②　△ABC の面積と△APB の面積の比を求めなさい。
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3  図のように y＝a x2…①（ただし a＞0 とする）のグラフ上に，x 座標が－1 である点 A と x 座
標が 2である点 B がある。点 B と y 軸について対称な点を D とする。各問いに答えなさい。

　⑴　点 A が（－1，2）であるとき，a の値を求めなさい。

　⑵ 　a の値がどんなときでも△ABD の面積と△AOB の面積の比は一定である。△ABD の面積と
△AOB の面積の比をできるだけ簡単な整数の比で書きなさい。

4  図で，双曲線 l は y＝ a
x
（a＞0，x＞0）のグラフであり，放物線 m は y＝ 14  x

2 のグラフである。

放物線 m 上に x 座標が正である点 P をとり，点 P から y 軸に垂線 PQ をひき，これと原点 O と
で直角三角形 PQO をつくる。△PQO が直角二等辺三角形になるとき，頂点 P が l と m の交点
と重なった。このとき，次の問いに答えなさい。

　⑴　PQ の長さを求めなさい。

　⑵　a の値を求めなさい。
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5  図で， 2 点 A，B は関数 y＝a x2のグラフ上の点であり，y 座標が等しい。点 C は y＝b x2のグ
ラフ上の点である。y 軸上に点 D をとり四角形 ABCD が平行四辺形になるようにした。点 A の
座標が（－2，7），四角形 ABCD の面積が36のとき，次の問いに答えなさい。

　⑴ 　図から判断できる a の値と b の値の符号について，正しい組み合わせを次のア～エから 1 つ選び，
記号で答えなさい。

　　　ア　a＞0　　b＞0　　 　イ　a＜0　　b＜0　
　　　ウ　a＜0　　b＞0　　　 エ　a＞0　　b＜0　

　⑵　a の値を求めなさい。

　⑶　点 D の座標を求めなさい。

　⑷　b の値を求めなさい。

　⑸　原点 O を通り，平行四辺形 ABCD の面積を 2 等分する直線の式を求めなさい。

O
CD

BA

y

x

y＝ax2

y＝bx2

SAM
PLE



二次関数　　123

6  図の放物線①は y＝ 13  x
2 のグラフである。放物線①と直線②の交点を A，B とする。A の x 座

  標が－3，B の x 座標が 6である。次の問いに答えなさい。

　⑴　点 A の y 座標を求めなさい。

　⑵　四角形 ASOB が平行四辺形になるように，x 座標，y 座標がともに負である点 S をとった。
　　①　点 S の座標を求めなさい。

　　② 　原点より上側の y 軸上に点 T をとり，△ABT をつくる。△ABT と平行四辺形 ASOB の面積が
等しくなるとき，点 T の y 座標を求めなさい。
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7  図のように，放物線 y＝a x2 のグラフ上に， 2 点 A，B がある。点 A の座標が（2，8）で，
点 B の x 座標は負で，y 座標が 2のとき，次の問いに答えなさい。

　⑴　直線 AB の式を求めなさい。

　⑵ 　放物線と直線 AB で囲まれた部分の中で，x 座標，y 座標がともに整数である点の個数を求めな
さい。ただし，放物線上や直線 AB 上の点はのぞく。

8  図は，直線 y＝x＋2…①と関数 y＝x2…②を表している。点 A，点 B は①，②の交点である。

　⑴　点 A の座標を求めなさい。

　⑵　直線①と y 軸との交点を C とするとき△AOC の面積を求めなさい。

　⑶ 　関数 y＝x2上の x＜0 の部分に△ABD の面積が△AOB の面積の 2 倍となる点 D をとった。点 D の
座標を求めなさい。
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1   図は， 3 つの関数 y＝a x2，y＝b x2，y＝c x2 のグラフを，同じ座標軸を使ってかいたもので
ある。3つの関数について，比例定数 a，b，c を小さい順に左から並べて書きなさい。（長野）

2   図において，m は y＝a x2（a は正の定数）のグラフを表す。A は x 軸上の点であり，A の x 座
標は－5 である。B，C は m 上の点であり，B の x 座標は A の x 座標と等しく，C の y 座標

は B の y 座標と等しい。l は 2 点 A，C を通る直線であり，その傾きは 35 である。a の値を求め

なさい。（大阪）

3   図のように，関数 y＝－ 12  x2 のグラフ上に 2 点 A，B があり，A，B の x 座標はそれぞれ 

－2，4 である。直線 AB 上に点Pがあり，直線 OP が△OAB の面積を 2 等分しているとき，
点 P の座標を求めよ。（鹿児島）

O

y

x

y＝cx2

y＝bx2

y＝ax2

O

CB

A

y

x

l

m

O

B

A

y

x

SAM
PLE



126　　 4章　二次関数

4   図は，関数 y＝ 12  x
2 のグラフで，点 A，B，C はこのグラフ上の点である。点 A，B，C の x 座

標はそれぞれ－3，－2，4 である。このとき，次の問いに答えなさい。（高知）
　⑴　点 B の座標を求めよ。

　⑵　 2 点 A，C を通る直線の式を求めよ。

　⑶　このグラフ上に，x 座標が 3 である点 D をとる。このとき，直線 BD の傾きは 12  である。このこ

とからわかる 2 直線 AC と BD の位置関係を利用すると，三角形 ABD の面積と三角形 CBD の面積は等
しいことが言える。その理由を， 2 直線 AC と BD の位置関係を述べたうえで，言葉で説明せよ。

5   図のように，関数 y＝a x2 のグラフ上に 2点 A，B があり，関数 y＝－a x2 のグラフ上に点 C が
あります。線分 AB は x 軸に平行，線分 BC は y 軸に平行です。点 B の x 座標が 1，AB＋BC＝
16
3  のとき，a の値を求めなさい。ただし，a＞0 とします。（広島）
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6   図のように，関数 y＝a x2（a は正の定数）…①　のグラフ上に， 2 点，A，B があります。
点 A の x 座標を－2，点  B の x 座標を 4とします。点 O は原点とします。次の問いに答えなさ
い。（北海道）

　⑴　a＝2 とします。①について，x の変域が－2≦x≦4 のとき，y の変域を求めなさい。

　⑵　 2 点 A，B を通る直線の傾きが 1 となるとき，a の値を求めなさい。

　⑶ 　a＝1とします。点 B と y 座標が等しい y 軸上の点を C とします。①のグラフ上に点 P をとり，
点 P の x 座標を t とします。△BCP の面積が14となるとき，t の値を求めなさい。

 　ただし，－2＜ t＜4 とします。
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7   図のように，関数 y＝a x2のグラフ上に，x 座標が 2である点 A と，点 A と y 座標が等しく x 座
標が異なる点 B をとります。また，半直線 BA 上に BC＝2BA となる点 C をとり，関数 y＝a x2

のグラフ上に，点 C と x 座標が等しい点 D をとります。ただし，a＞0 とします。次の問いに
答えなさい。（宮城）

　⑴　点 C の x 座標を求めなさい。

　⑵　 2 点 B，D を通る直線の傾きが 3 のとき，a の値を求めなさい。

8   図の正方形 ABCD は，1 辺の長さが 6cm である。点 P，Q は，同時に点 A を出発し，点 P は
正方形の辺上を点 B，C の順に通って点 D まで毎秒 1cm の速さで進んで止まる。点 Q は正方形
の辺上を点 D まで毎秒 1cm の速さで進んで止まる。点 P，Q が出発してから，x 秒後の△APQ の

面積を y cm2とする。点 P が AB 上にあるとき，x と y の関係は，y＝ 12  x2 という式で表される。

次の問いに答えなさい。（青森）

　⑴　関数 y＝ 1
2  x2について，x の値が 2 から 6 まで増加するときの変化の割合を求めなさい。

　⑵　x＝14 のときの y の値を求めなさい。

　⑶　△APQ の面積が16になるときの x の値をすべて求めなさい。

O

AB C

2

D

y

x

y＝ax2

D C

BA

↑
Q

P →

6cm

6cm

SAM
PLE



二次関数　　129

9   図で，点 O は原点であり，放物線①は関数 y＝ 13  x
2 のグラフである。放物線②は関数 y＝a x2

  のグラフで，a＜0 である。 2 点 A，B は放物線①上の点で，点 A の x 座標は 4 であり，線
分 AB は x 軸に平行である。また，点 A を通り，y 軸に平行な直線をひき，放物線②との交点
を C とする。これについて，次の問いに答えなさい。（香川）

　⑴　関数 y＝ 1
3  x2 について，x の値が 1 から 5 まで増加するときの変化の割合を求めよ。

　⑵　線分 AB の長さと，線分 AC の長さが等しくなるとき，a の値を求めよ。

10 図において，㋐は関数 y＝a x2（a＞0），㋑は関数 y＝－12x のグラフである。 2 点 A，B は
㋑上の点であり，x 座標はそれぞれ－2，3 である。また，㋐と㋑は点 A で交わっている。
 （秋田）

　⑴　a の値を求めなさい。

　⑵　 2 点 A，B を通る直線の式を求めなさい。
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11  図で，点 O は原点であり，点 A の座標は（3，0）である。放物線①は関数 y＝ 12  x2のグラフで

  あり，直線②は関数 y＝－ 12  x－3 のグラフである。点 B は，放物線①上の点で，線分 AB は y 軸

に平行である。これについて，次の問いに答えなさい。（香川）

　⑴ 　次のア～オの関数のうち，そのグラフが，線分 AB と交わるものはどれか。 2 つ選んで，その
記号を書きなさい。

　　　ア　y＝－ 1
2  x2　　　イ　y＝ 1

4  x2　　　ウ　y＝x2　　　エ　y＝－ 1
x

　　　オ　y＝ 3
x

　⑵ 　関数 y＝ 1
2  x2で，x の変域が－3≦x≦n のとき，y の変域が 0≦y≦ 9

2  となる整数 n の値をすべ

て求めなさい。

　⑶ 　放物線①上に点 P をとり，その x 座標を a とする。また，点 P を通り，y 軸に平行な直線をひき，
直線②との交点を Q とする。点 P，点 Q の y の座標がともに整数で，線分 PQ 上に，y 座標が整数
である点が点 P，点 Q を含めて全部で10個あるとき，a の値を求めなさい。
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1   図のように，関数 y＝ 14  x
2 のグラフ上に 4点 A，B，C，D があり，それぞれの x 座標は－4，

－2，2，4 である。このとき，次の問いに答えなさい。（富山）

　⑴　関数 y＝ 1
4  x2について，x の値が－4 から－2 まで増加するときの変化の割合を求めなさい。

　⑵　直線 CD と y 軸との交点の座標を求めなさい。

　⑶ 　y 軸と直線 AD，BC との交点をそれぞれ点 E，F とする。四角形 ABFE を y 軸を軸として 1 回転
させてできる立体の体積を求めなさい。ただし，円周率はπとする。
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132　　 4章　二次関数

2   図 1 のように，関数 y＝－ 14  x
2…①のグラフ上に点 A（4，－4）があり，x 軸上に点 P がある。

  また，点 B（－2，－4）がある。次の問いに答えなさい。（和歌山）
　⑴　△PAB が二等辺三角形となる P はいくつあるか，求めなさい。

　⑵ 　図 2 のように，①のグラフと直線 AP が， 2 点 A，C で交わっている。C の x 座標が－2 のとき，
P の座標を求めなさい。

　⑶ 　図 3 のように，関数 y＝a x2（a＞0）…②のグラフ上に，x 座標が－3 である点 D がある。P の x 座
標が 4 のとき，四角形 PABD の面積が50となるような a の値を求めなさい。

3   図のように，関数 y＝x2 のグラフ上に， 2 点 A（2，4），B（－2，4）と 0＜x＜2 の範囲で動

く点 C があります。点 C を通り x 軸に平行な直線と，関数 y＝ 12  x
2のグラフとの 2つの交点の

うち，x 座標が小さい方を D とします。これについて，次の問いに答えなさい。（広島）

　⑴　四角形 BDCA が平行四辺形になるとき，線分 CD の長さを求めなさい。

　⑵　△BDC と△DOC の面積が等しくなるとき，直線 OD の式を求めなさい。

O

D

B A

C

y

x

O

①

P

AB

y

x

図１

O

①

P
C

A
B

y

x

図２

O

①

②

P

D

A
B

y

x

図３
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二次関数　　133

4   図のように，関数 y＝a x2 のグラフ上に 2点 A，B があり，点 A の座標は（－3，3），点 B の x 座
標は 4 である。直線 AB 上の点で，x 座標と y 座標の値が等しい点を C とするとき，次の問い
に答えなさい。（兵庫）

⑴ a の値を求めなさい。

⑵ 直線 AB の式を求めなさい。

⑶ 点 C の座標を求めなさい。

5   図において，曲線アは関数 y＝x2のグラフであり，曲線イは関数 y＝ a
x
 のグラフである。曲

線アと曲線イとの交点を A，原点を通る直線 OA と曲線イとの交点のうち，点 A と異なる点
を B とする。y 軸上に点 C をとり，線分 OB 上に点 P をとる。点 A の x 座標が 2，点 C の y 座標
が－5 であるとき，次の問いに答えなさい。ただし，O は原点とする。（茨城）

⑴ a の値を求めなさい。

⑵ ∠BPC＝2∠BOC であるとき，点 P の座標を求めなさい。

O

B
A

4

3

－3

y

x
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第 4 章 二次関数

Ⅰ ⑴　y＝πx2　π ⑵　y＝ 1
2  x2　　 1

2  

 ⑶　y＝5πx2　5π ⑷　y＝π4  x2　　π4  

Ⅱ ⑴　y＝5x2 ⑵　y＝－x2

 ⑶　50 ⑷　±6　
Ⅲ ⑴　原点　　放物　　下　　　y 軸
 ⑵　小さい
Ⅳ ⑴　①　3≦y＜27 ②　12≦y＜48
 　　③　0≦y≦27 ④　0≦y≦48
 ⑵　①　－8＜y≦－2 ②　－50＜y≦－18
 　　③　－18＜y≦0 ④　－32≦y≦0
Ⅴ ⑴　21　　⑵　a＝3　　⑶　t＝4　
Ⅵ ⑴　80m　⑵　10秒後　⑶　40m

Ⅶ ⑴　y＝3x2　⑵　y＝6x

Ⅷ ⑴　a＝1　　⑵　A（－2，4）　B（3，9）

 ⑶　15　　⑷　①　（ 1
2  ， 13

2 ） ②　y＝13x

発展⑴　（2，4）（1，1）
 ⑵　（4，16）（－3，9）
 ⑶　（0，0）（－2，12）

 ⑷　（1，2）（ 1
2  ， 1

2 ）

1 ①　20 ②　a＝－2，b＝0　
 ③　a＝2 ④　a＝3
 ⑤　a＝－3 ⑥　t＝2

2 ⑴　a＝ 3
4   ⑵　b＝12

 ⑶　9m/秒 ⑷　p＝11
3	 ⑴　（－1，1） ⑵　y＝x＋2
 ⑶　y＝x

　 解説 　
△AOB＝△APBより，A B# OP となる。直線 OP の
傾きは 1 。

4 ⑴　p＝3　q＝ 1
4  

　 解説 　
2 点 A，B の x 座標を①②の式に代入。
－2＋p＝4q，6＋p＝36q。

連立方程式を解いて p＝3　q＝ 1
4

104〜108 ページ

109〜118 ページ

⑵　36
　 解説 　
△AHB の面積＝（点 B の y 座標）×｛（点 B の x 座
標）－（点 A の x 座標）｝÷2＝（6＋3）×（6－（－2））
÷2＝36。
⑶　△ADH：△ABE＝1：2
　 解説 　

△ABE＝△ABH－△BEH＝36－（6×9× 1
2 ）＝9。

△ADH＝（6＋3）×1× 1
2＝4.5。

△ADH：△ABE＝1：2です。

5 ⑴　a＝ 1
9

　 解説 　
P の座標は，（－2，4），Q の座標は，（2，4）と PQ
＝QR から，R の座標は，（6，4）となり

36a＝4　a＝ 1
9

⑵　8：9
　 解説 　

S の x 座標を t とすると，S の座標は（t，0），Q の座

標は（t，t2），T の座標は（t， 1
9  t2）となり，

QT：QS＝ 8
9  t2：t2＝8：9

6 ⑴　12 ⑵　（2，2）
7 ⑴　（－1，1） ⑵　a＝2，b＝3
 ⑶　24 ⑷　6
8 ⑴　3 ⑵　（－6，－36）

 ⑶　t＝ 3
2

　 解説 　
∠ABC＝90°なので，AB＝BC の二等辺三角形にな

ります。AB の長さは， 1
3  t2－（－t2）＝ 4

3  t2  で，

BC＝B の x 座標×2＝2t です。
4
3  t2＝2 tを解くと，t＝0， 3

2  となり，t＞0より， 

t＝ 3
2  です。

9 ⑴　a＝1　b＝－1
　 解説 　

y＝a x2 が点 D（2，4）を通るので代入すると a＝1で
す。1＝b2 より b＜0なので b＝－1です。y＝a x2 が
点 D（2，4）を通るので代入すると a＝1です。1＝
b2 より　b＜0なので b＝－1です。
⑵　y＝－x＋3

　 解説 　
⑴の結果より，点 A の座標は（－1，4）と分かりま

SAM
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す。AC を結ぶ直線は傾き－1なので y＝－x＋k  
とおくことができ点 A（－1，4）を通るので代入す
ると k＝3となります。

⑶　 1
4  

　 解説 　
y＝x＋2…①，y＝－x＋3…②，y 軸とで囲まれた三

角形を求めます。①②の交点の x 座標は 1
2 。①と

②の y 切片の差は 1 なので，三角形の面積は
1
2×1× 1

2＝
1
4  です。

10 ⑴　8 ⑵　a＝4
 ⑶　24 ⑷　y＝2x＋6
　 解説 　

点 B の座標は（－2，2）。AC の中点を E とすると
点 E の座標は（2，10）。 2 点 B，E を通る直線が面
積を 2 等分します。

11 a＝ 1
3

　 解説 　
P の座標を（t，0）とすると，
R の座標は（t，at2），Q の座標は（t，t2）より，
QR：RP＝（t2－at2）：at2＝2：1より　

t2－at2＝2at2　t2－3at2＝0　t2（1－3a）＝0　a＝ 1
3

12 ⑴　1 ⑵　y＝x＋3
 ⑶　18
　 解説 　

⑴の変化の割合 1 と⑵の直線の傾き 1 が等しいの
で，原点 O を通り直線 AB と平行な直線 m と

 y＝ 1
4  x2との交点 P の x 座標は 4 と分かります。直

線 AB と y 軸との交点を Q とすると，
四角形OPBAの面積＝△OPA＋△APB＝△OPQ＋
△OAB＝3×4÷2＋3×｛6－（－2）｝÷2＝18。

13 ⑴　A（2，4）　B（2，2）
 ⑵　（1 2，2）
 ⑶　1 2 ：（2－1 2 ）
14 （3，9）
　 解説 　

A の座標を（t，0）とすると，P の座標は（t，t2）とな
る。t2＋t＝12
t＝3，－4　P は第一象限より　t＝3　よって座標
は（3，9）である。

15 ⑴　①　x　②　y　③　q　④　p　⑤　ap2　
 　　⑥　q－p　⑦　q＋p

 ⑵　p＋q＝ 4
3  ⑶　a＝1

1 ⑴　5 ⑵　（－2，4）
 ⑶　y＝2x＋8 ⑷　16
　 解説 　

点 O はy＝2x 上にある。等積変形の考え方から y＝
2x，y＝2x＋8，y＝2x＋16の 3 つの直線を並べる
と点 P は y＝2x＋16の上にあることがわかる。

　 ポイント  等積変形を利用しましょう。

2 ⑴　a＝ 1
4 　b＝9　

　 解説 　
関数 y＝a x2 の式に点 A（－2，1）を代入。

1＝a×（－2）2より a＝ 1
4 。

y＝ 1
4  x2の式に x＝－6を代入すると b＝9が分かり

ます。
⑵　（0，3）

　 解説 　
点 C は y 軸について点 B と対称な点です。線分 AP  
と線分 BP の長さの和が最小となるのは点 P が直
線 AC と y 軸との交点にくるときです。点 C の座標
は（6，9）より，AC の直線の式は y＝c x＋d に

（－2，1）（6，9）を代入して c，d の値を求めます。
c＝1　d＝3　になります。直線 AC と y 軸との交点
は（0，3）です。
⑶　4：1

　 解説 　
線分 BC を底辺として考えると，△ABC の面積＝
BC×｛（B の y 座標）－（A の y 座標）｝÷2＝12×（9
－1）÷2＝48。同様に　△PBC の面積＝BC×｛（B  
の y 座標）－（P の y 座標）｝÷2＝12×（9－3）÷2＝
36。△APB の面積＝△ABC の面積－△PBC の面積
＝48－36＝12となり求める比は 4：1です。

3 ⑴　a＝2 ⑵　2：1
　 解説 　

点 A の座標は（－1，a）点 B の座標は（2，4a）です。
このことから直線 AB の式を求めると y＝a x＋2a  
となります。直線 AB と y 軸との交点を E とすると
点 E の座標は（0，2a）になります。△AOB の面積
は△AOE＋△BOE で，また，BD＝4。△ABD
で BD を底辺としたときの高さは点 B の y 座標－点  
A の y 座標＝3a となることから
△ABD：△AOB＝4×3a÷2：（2a×1÷2＋2a×2
÷2）＝2：1

4 ⑴　4

119〜124 ページ
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　 解説 　

PQ＝QO となればよいので，y＝ 1
4  x2の x 座標と y 座

標が等しくなります。

x＝ 1
4  x2を解くと x＝0，4。PQ の長さは 4 です。

⑵　16
　 解説 　

y＝ a
x  に，x＝4，y＝4を代入してa＝16です。

5 ⑴　エ ⑵　a＝ 7
4

 ⑶　（0，－2）
　 解説 　

点 A と B は y 座標が等しいので，点 B の座標は（2，
7）です。AB の長さは 4 となります。AB の中点を  
E とすると，E の座標は（0，7）で平行四辺形  
ABCD の面積が36なので ED の長さは36÷4＝9で
す。よって D の座標は（0，－2）です。

　 ポイント  平行四辺形の面積を二等分する直線は，平行
四辺形の 2 つの対角線の交点を通ります。

⑷　b＝－ 1
8  ⑸　y＝ 5

2  x

　 解説 　
求める直線は，平行四辺形の対角線の交点（BD の
中点）を通ります。BD の中点は

（0＋2
2 ，－2＋7

2 ）より（1， 5
2 ）　よって y＝ 5

2  x。

6 ⑴　3
　 解説 　

点 A は点 B からみると x 座標が 9，y 座標が 9 それ
ぞれ小さい点なので，同様に点 S は原点 O からみ
ると x 座標が 9，y 座標が 9 それぞれ小さくなる点
になります。

　⑵　①　（－9，－9）　　　②　18
　 解説 　

直線②と y 軸との交点を C（0，6）とします。平行四
辺形 ASOB の面積は△OAB の面積の 2 倍である
から，△ABT の面積が△OAB の面積の 2 倍になれ
ばよい。
△ABT の面積＝CT×（B の x 座標－A の x 座標）÷
2＝CT×（6－（－3））÷2＝CT×9÷2。△OAB の面
積＝OC×（B の x 座標－A の x 座標）÷2＝OC×9
÷2。よって CT＝2OC と分かります。

7　 ⑴　y＝2x＋4 ⑵　 6 個
　 解説 　

直線AB：y＝2x＋4は点（0，4）（1，6）を通ります。
放物線：y＝2x2 は点（－1，2）（0，0）（1，2）（2，8）
を通ります。よって放物線と直線 AB で囲まれた

部分の中で，x 座標，y 座標がともに整数であるの
は（0，1）（0，2）（0，3）（1，3）（1，4）（1，5）の 6 つ
の点です。

8 ⑴　（－1，1）
　 解説 　

y＝x＋2と y＝x2 の連立方程式を解きます。
⑵　1 ⑶　（－2，4）

　 解説 　
点 D は y＝x＋6の上にあることを見つけよう。
y＝x2 とy＝x＋6の交点を求めればよい｡

1 c，a，b

2 a＝ 6
25

　 解説 　
A（－5，0），B（－5，25a），C（5，25a）である。

直線 AC の傾きから， 25a－0
5－（－5）＝

3
5

これをといて，a＝ 6
25

3 （1，－5）
　 解説 　
△OAP＝△OPB だから，AP＝PB で，点 P は線分  
AB の中点である。A（－2，－2），B（4，－8）より  
P（1，－5）である。

4 ⑴　（－2，2） ⑵　y＝ 1
2  x＋6

　⑶ 　直線ACの傾きは 1
2  であるから，2 直線 AC と  

BD の傾きは等しい。このことから，AC# BD
がいえる。

　　 　△ABDと△CBDについて，辺BDを底辺とみる
と，AC# BD より，△ABD と△CBD の高さは等
しい。したがって，底辺が共通で，高さの等し
い 2 つの三角形の面積は等しいので，△ABD＝
△CBD がいえる。

5 a＝ 5
3

　 解説 　
A（－1，a），B（1，a），C（1，－a）より，AB＋BC

＝2＋2a＝ 16
3 　よって，a＝ 5

3

6 ⑴　0≦y≦32 ⑵　a＝ 1
2

 ⑶　t＝3
　 解説 　

B（4，16），C（0，16），P（t，t2）

125〜130 ページ
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だから，△BCP の面積は，
1
2×4×（16－t2）＝14

t2＝9　－2＜t＜4より，t＝3

7 ⑴　6 ⑵　a＝ 3
4

　 解説 　
B（－2，4a），D（6，36a）直線 BD の傾きが 3 であ

るから，36a－4a
6＋2 ＝3

よって，a＝ 3
4

8 ⑴　4 ⑵　y＝12

 ⑶　41 2 　38
3

　 解説 　
面積が16のとき，P は AB および CD 上にある。AB  

上にあるとき，1
2  x2＝16より，x＝±1 32  x＞0　よ

り，x＝41 2  　CD 上にあるとき，y＝3（18－x）で

あるから，3（18－x）＝16　これを解くと，x＝38
3

9 ⑴　2　　⑵　a＝－ 1
6

　 解説 　

A（4，16
3 ），B（－4，16

3 ），C（4，16a）であるから，

AB＝AC より，8＝16
3 －16a　これより，a＝－ 1

6

10 ⑴　a＝ 3
2  ⑵　y＝－2x＋2

11 ⑴　イ・オ ⑵　0，1，2，3
 ⑶　a＝－4
　 解説 　

点 P，Q の y 座標はそれぞれ 1
2  a2，－ 1

2  a－3となる。

線分PQ上の y 座標が整数である点の個数が点 P，
Q を含めて全部で10個あるから，
1
2  a2－（－ 1

2  a－3）＋1＝10　整理すると，

a2＋a－12＝0　これより　a＝－4，3　点 P と点Q
の y 座標はともに整数だから，a＝3は問題に合わ
ない。よって，a＝－4である。

　 ポイント  最後に解の確認を忘れないようにしましょう。

1 ⑴　－ 3
2  ⑵　（0，－2）

 ⑶　28π

131〜132 ページ

　 解説 　
直線 AB と y 軸との交点は（0，－2）よって，求める

体積は， 1
3×（π×42）×6－ 1

3×（π×22）×3＝28π

2 ⑴　 5 個
　 解説 　

PA＝PB のとき… 1 個
AP＝AB のとき… 2 個（∠BAP が鋭角のときと鈍
角のとき）
BP＝BA のとき… 2 個（∠ABP が鋭角のときと鈍
角のとき）

　⑵　P（－4，0）
　 解説 　

C の座標は，（－2，－1），直線 AP の傾きは－ 1
2 　

より　直線 AP：y＝－ 1
2  x－2　y＝－ 1

2  x－2に

 y＝0　を代入すると，x＝－4　よって，P（－4，0）

　⑶　a＝ 8
9  

　 解説 　
点 D から x 軸にひいた垂線と，直線 AB との交点を
Eとする。点 D（－3，9a），四角形 PABD＝台形  
PAED－三角形 BED より，

（4＋9a＋4）×（6＋1）× 1
2－（9a＋4）×1× 1

2＝50

これを解いて，a＝89
3 ⑴　4 ⑵　y＝－x

　 解説 　
辺 CD を共通な底辺とみれば，高さが等しいとき
面積が等しくなる。直線 CD が y＝2のときである
から，D（－2，2）である。よって，直線 OD は，
y＝－x

4 ⑴　a＝ 1
3  ⑵　y＝ 1

3  x＋4

　 ⑶　C（6，6）
　 解説 　

C（d，d）とおくと，点 C は直線 AB 上にあるから

d＝ 1
3  d＋4　よって，d＝6

5 ⑴　a＝8 ⑵　（－ 5
4，－

5
2 ）

　 解説 　
△OPC において，∠POC＋∠OCP＝∠BPCよって，
∠OCP＝∠BPC－∠POC＝
2∠BOC－∠BOC＝∠BOC
これより，△OPCは OP＝CP の二等辺三角形であ
り，P から OC に垂線 PM をおろすと，M は OC の
中点である。
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したがって，P，M の y 座標は－5÷2＝－ 5
2

直線OA：y＝2xにy＝－ 5
2 を代入して，x＝－ 5

4

C

P M
Oイ

イ

ア y

x

A（2, 4）

B

ポイント  △OPCはOP＝CPの二等辺三角形となります。

第 5 章 図形と相似

Ⅰ ⑴　2：3　⑵　15cm　⑶　8cm　⑷　110°
Ⅱ ⑴　△AODと△COBにおいて，
∠ADO＝∠CBO（錯角）…①
∠OAD＝∠OCB（錯角）…②
〔∠AOD＝∠COB　（対頂角）〕①，②より 2 組の角
がそれぞれ等しいから
△AOD∽△COB
⑵ △ABCと△DEF において，
∠ABC＝∠DEF　…①
AB：DE＝6：4＝3：2…②
BC：EF＝9：6＝3：2…③　①～③　より　 2 組
の辺の比とその間の角がそれぞれ等しいから
△ABC∽△DEF
⑶ △ABCと△ADB において，
∠ABC＝∠ADB＝90°…①
∠BAC＝∠DAB（共通）…②
①，②より　 2 組の角がそれぞれ等しいから
△ABC∽△ADB

Ⅲ ⑴　8cm　⑵　6cm　⑶　4cm

Ⅳ ⑴　9cm　⑵　4cm

Ⅴ ⑴　3cm　⑵　20cm　

Ⅵ ⑴　x＝ 18
5 　y＝ 36

5 ⑵ x＝12

Ⅶ x＝16
Ⅷ ⑴　x＝9 ⑵　x＝25
Ⅸ� ⑴　△ABD と△CBD において，点 E，F，G，H  

は各辺の中点であるから，中点連結定理より，
EH# BD かつ BD＝2EH　FG# BD かつ，BD＝
2FG これより，EH# FG かつ EH＝FG　よって，1
組の向かい合う辺が平行で等しいから，四角
形 EFGH が平行四辺形である。
⑵ △ABD と△BCD において，点 E，F，G は各
辺の中点であるから中点連結定理により，
AB＝2EG，CD＝2FG　ここで，AB＝DCより，
2 辺の長さが等しいから，△EFG が二等辺三角形
である。

Ⅹ ⑴　64cm2 ⑵ 50cm2

⑶ ①　240cm3　　②　54cm3

1 ⑴　①　△CBD　　　② 6cm

⑵ ①　二組の辺の比が等しくその間の角が等しい

131〜141 ページ

142〜151 ページ
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